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ユニセフ協会（国内委員会）がある国
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● 57％ ： サハラ以南のアフリカ
● 23％ ： アジア
● 7％   ： ラテンアメリカとカリブ諸国
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ユニセフ年次報告2012は、ユニセフ（国連児童基金）が作成し、日本ユニセフ協会
が翻訳し、45ページ以降に日本ユニセフ協会の2012年度の活動報告を追加して記
載しました。転載をご希望の場合には、日本ユニセフ協会までお問い合わせください。

お申し込み、お問い合わせは…

（9：00～18：00　土・日・祝日休）

　0120-88-1052
母 と 子 に

ホームページ： http://www.unicef.or.jp

®フリーダイヤル

■ユニセフ（国連児童基金）に協力するには…
ユニセフ募金は、全国の郵便局（ゆうちょ銀行）から送金できます。
● 振替口座：00190- ５-31000
● 口座名義：（公財）日本ユニセフ協会
※窓口での振り込みの場合は、送金手数料が免除されます。
※公益財団法人日本ユニセフ協会の募金には、寄付金控除が認められています。

クレジットカードでも募金ができます。
　下記フリーダイヤルまで、ご利用になるクレジットカードの番号、有効期限
とご寄付の金額をお知らせください。
※カードの種類によりプレゼントポイントの対象とならない場合がございます。

子どもたちを継続的に支援するマンスリーサポート・プログラム
にご参加ください。
　毎月、一定額を金融機関や郵便局の口座から、またはクレジットカードにて
自動振替させていただく募金プログラムです。子どもたちの現状やユニセフの
活動についてお知らせする機関誌『ユニセフ・ニュース』（年４回発行）のほか、
シンポジウムやイベントのご案内などをお送りしています。

グリーティングカード、プロダクツをご利用ください。
　世界の美術関係者にご協力いただいたカードやハガキ、子ども製品、マグカッ
プ、途上国製のバッグなど、様々な製品を扱っています。ユニセフ製品は価格
の約半分がユニセフの活動資金となります。途上国の子どもたちにユニセフの
支援物資を届ける『ユニセフ支援ギフト』も行っています。
　・お問い合わせ・カタログのご請求　℡：03-3590-3030
　・インターネット　http://www.unicef.or.jp/cardandgift/

賛助会員を募集しています。
　日本ユニセフ協会と地域組織の活動を、会費によってご支援いただく方法で
す。ユニセフの資料を通じて世界の子どもたちの状況について理解を深めてみ
ませんか？国内各地で行われるユニセフ協力活動の情報を入手し、様々なイベ
ントにご参加いただけます。機関誌『ユニセフ・ニュース』（年４回発行）のほ
か、シンポジウムのご案内や各種資料をお送りします。

地域組織の活動に参加してみませんか？
　地域でボランティア活動をしたいという方には、協定地域組織の活動にご参
加いただく方法がございます。

190以上の国と地域で活動するユニセフ・ファミリー

世界のユニセフ・ファミリーと資金の流れ

（コペンハーゲンなど）
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◇協定地域組織一覧（2013年8月現在）
●北海道ユニセフ協会

〒063-8501
TEL.011-671-5717
FAX.011-671-5758
札幌市西区発寒11条5-10-1　
コープさっぽろ本部２F

（月、火、木、金の10:00 ～ 16:00）

●岩手県ユニセフ協会

〒020-0180
TEL.019-687-4460
FAX.019-687-4491
岩手郡滝沢村土沢220-3
いわて生協本部２F

（月～金の10:00 ～ 16:00）

●宮城県ユニセフ協会

〒981-3194
TEL.022-218-5358
FAX.022-218-5945
仙台市泉区八乙女4-2-2
みやぎ生協文化会館ウィズ

（月～金の10:00 ～ 17:00）

●福島県ユニセフ協会

〒960-8106
TEL.024-522-5566
FAX.024-522-2295
福島市宮町3-14　労金ビル4Ｆ

（月～木の10:00 ～ 17:00）

●茨城県ユニセフ協会

〒310-0022
TEL.029-224-3020
FAX.029-224-1842
水戸市梅香1-5-5
茨城県JA会館分館５F
茨城県生活協同組合連合会内

（月～金の10:00 ～ 16:00）

●埼玉県ユニセフ協会

〒336-0018
TEL.048-823-3932
FAX.048-823-3978
さいたま市南区南本町2-10-10　
コーププラザ浦和１F

（月～金の10:00 ～ 16:30）

●千葉県ユニセフ協会

〒264-0029
TEL.043-226-3171
FAX.043-226-3172
千葉市若葉区桜木北2-26-30
コープみらい 千葉エリア 桜木事務所 本館

（月～金の10:00 ～ 16:00）

●神奈川県ユニセフ協会

〒231-0058
TEL.045-334-8950
FAX.045-334-8951
横浜市中区弥生町2-15-1
ストークタワー大通り公園Ⅲ305A

（月～金の10:00 ～ 17:00）

●岐阜県ユニセフ協会

〒509-0197
TEL.058-379-1781
FAX.058-379-1782
各務原市鵜沼各務原町1-4-1
生活協同組合コープぎふ１Ｆ

（月～金の10:00 ～ 15:00）

●石川県ユニセフ協会

〒920-0362
TEL.076-255-7997
FAX.076-255-7185
金沢市古府2-189 コープいしかわ
古府個配センター２F

（月、火、水、金の10:00 ～ 15:00）

●三重県ユニセフ協会

〒514-0003
TEL.059-273-5722
FAX.059-228-9915
津市桜橋2-135 ハイツフジタ１F

（月の10:00 ～ 15:00、水・金の9:00
～15:00、土の9:00～12:00）

●奈良県ユニセフ協会

〒630-8214
TEL.0742-25-3005
FAX.0742-25-3008
奈良市東向北町21-1
松山ビル３F

（月～木の11:00 ～ 16:00）

●大阪ユニセフ協会

〒556-0017
TEL.06-6645-5123
FAX.06-6645-5124
大阪市浪速区湊町1-4-1
OCATビル２F

（火～土の11:00 ～ 16:00）

●兵庫県ユニセフ協会

〒658-0081
TEL.078-435-1605
FAX.078-451-9830
神戸市東灘区田中町5-3-18
コープこうべ生活文化センター４Ｆ

（月～金の10:00 ～ 16:00）

●岡山ユニセフ協会

〒700-0813
TEL.086-227-1889
FAX.086-227-1889
岡山市北区石関町2-1
岡山県総合福祉会館8Ｆ

（月～金の11:00 ～ 15:00）

●広島県ユニセフ協会

〒730-0802
TEL.082-231-8855
FAX.082-231-8855
広島市中区本川町2-6-11
第7ウエノヤビル５F

（月、火、木、金の11:00 ～ 16:00）

●香川県ユニセフ協会

〒760-0054
TEL.087-835-6810
FAX.087-835-6810
高松市常磐町2-8-8
コープかがわコミュニティルーム 内

（月～金の10:00 ～ 16:00）

●愛媛県ユニセフ協会

〒790-0952
TEL.089-931-5369
FAX.089-931-5369
松山市朝生田町3-2-27
コープえひめ南支所２F

（月～金の10:00 ～ 16:00）

●佐賀県ユニセフ協会

〒840-0054
TEL.0952-28-2077
FAX.0952-28-2077
佐賀市水ヶ江4-2-2

（月、火、木、金の10:00 ～ 15:00）

●熊本県ユニセフ協会

〒860-0807
TEL.096-326-2154
FAX.096-356-4837
熊本市中央区下通1-5-14
メガネの大宝堂下通店５F

（月、水、木、金の10:00 ～ 14:00）

●宮崎県ユニセフ協会

〒880-0014
TEL.0985-31-3808
FAX.0985-31-3808
宮崎市鶴島2-9-6
みやざきNPOハウス307号

（月、水、木、金の11:00 ～ 16:00）

●鹿児島県ユニセフ協会

〒892-0838
TEL.099-226-3492
FAX.099-226-3492
鹿児島市新屋敷町16-110
公社ビル１F

（月～金の10:00～15:00、水のみ10:00～12:00）

●京都綾部ユニセフ協会

〒623-0021
TEL.0773-40-2322
FAX.0773-40-2322
綾部市本町2-14
あやべハートセンター内

（月～金の10:00 ～ 15:00）

●北九州ユニセフ協会

〒806-0021
TEL.093-632-2801
FAX.093-632-2802
北九州市八幡西区黒崎3-15-3
コムシティ３F 北九州国際交流協会内

（火～金の10:00 ～ 15:00）

●久留米ユニセフ協会

〒830-0022
TEL.0942-37-7121
FAX.0942-37-7139
久留米市城南町15-5
久留米商工会館２F

（月～金の10:00 ～ 16:00）

表紙
ⒸUNICEF/NYHQ2011-1588/Bell
カザフスタンのアルマティにて、緊急時の話に熱心に耳を傾ける幼稚園の子どもたち。この幼稚園は、国内で初めて、ユニセフの
災害リスク削減プログラムに取り組んだ学校のひとつ。

本書に掲載されている情報の出典について：本報告書のデータは、ユニセフ（国連児童基金）、各国連機関、
ユニセフの各国事務所が提出している年次報告書、ならびに2013年 6月 18日〜 21日に行われた執行
理事会に提出されたユニセフ事務局長年次報告書のデータに基づくものです。

本書に掲載されている資金（表記）について：断り書きがない限り、金額はすべて米国ドル表示です。

印刷後の誤りや訂正は、<www.unicef.org/publications> でお知らせします。

ユニセフ執行理事会
ユニセフは36カ国の代表から成る政府間機関の執行理事会が管理し、ユニセフの政策を決め、事業
を承認し、管理・財政案や予算を決めている。理事国は、国連経済社会理事会で選出され、任期は3
年となる。執行理事会の年度は、1月1日から12月31日まで。

理事会役員（2012年）
議長：
ジョン・W・アシェー（アンティグア・バーブーダ）
副議長：
ビルガニム・アイティモバ（カザフスタン）
マチャリア・カマウ（ケニア）
ニナ・ノードストローム（フィンランド）
カリン・カウプ（エストニア）

2012年の理事国：
アルバニア、アンティグア・バーブーダ、オーストリア、べラルーシ、カナダ、カボヴェルデ、中国、
コロンビア、コンゴ、キューバ、エルサルバドル、エストニア、フィンランド、ガンビア、ドイツ、
ハイチ、インド、インドネシア、日本、カザフスタン、ケニア、マラウイ、ナミビア、オランダ、
ノルウェー、パキスタン、ポルトガル、カタール、韓国、ロシア、ソマリア、スペイン、スウェー
デン、チュニジア、英国、米国
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はじめに

2012年度は、子どもたちにとって、成果が認識できる年となりました。「ミレニアム開発

目標（MDGs）」の達成期限が近づく中で、いくつかの嬉しいニュースがありました。貧困

率の低下、ポリオの根絶が間近に迫っていること、予防接種の一層の普及、通学する女の

子の増加、清潔な水と栄養へのアクセスが改善されたこと、５歳の誕生日よりも長く、健康

に成長し続けている子どもたちが今まで以上に増えていることです。

しかし成果があがったとしても、それを前進をやめる言い訳にしてはなりません。開発と

いうはしごの最下段にしがみつき、もがき苦しみ続けている子どもたちがあまりに多いから

です。例えば、サービスが行き届かない遠隔地に住んでいるため、予防接種を受けられな

い男の子、学校で権利を尊重されていない女の子、紛争地で身動きがとれないまま、子ど

もたちのために食料・水・医薬品を必死に求める親たち、ジェンダーや民族的背景または

障がいがあるために社会から置き去りにされている何百万人もの子どもたちがいます。

こうした子どもたちに、必要なサービスを届けなければなりません。2012年度、ユニセ

フは、こうした子どもたちにサービスが行き届くよう目標を設定し、業務の合理化を行いな

がら革新的な技術で強化を図りつつ、より費用対効果の高い成果を目指しました。

2012年度には、このほか、「子どもの生存を守る：あの約束を再び」キャンペーンも開

始しました。これは、防げるはずの病気で子どもたちが命を落とすのを防止しようとする世

界的な動きの中でも、新しい局面の幕開けを告げるものとなりました。2012年末までに、

168の政府と、400を超える市民社会団体・宗教団体の代表者が、すべての子どもが可能

な限り最良の人生のスタートをきれるよう、一層努力することを固く誓ったのです。

人道危機が紙面のトップニュースを占める状況が続き、ユニセフもこれらの危機に注力す

ることになりました。ユニセフとパートナー機関は、2012 年度に、計 79カ国、286の

人道危機に対応しました。例えば、約1,900万人の人々に清潔な水を提供し、サヘル地域

では、重度の急性栄養不良に苦しんでいる92万人を超える５歳未満児に栄養補助を行いま

した。

シリアでの過酷な紛争に巻き込まれた子どもたちや家族のため、ユニセフは、シリアと近

隣諸国のパートナー機関と協力し、140万人を超える子どもたちにはしかのワクチンを提

供し、26万 3,000人を超える人々に冬用の支援物資・医薬品・非食料品を配給したほか、

およそ７万9,000 人の被災した子どもたちを対象に教育を提供し続けました。これは、国

境を越えて日々増加する難民も対象となりました。

ユニセフはまた、「国際援助透明性イニシアティブ」に加盟し、内部監査報告書・評価報

告書・現地事務所の年次報告書の開示を積極的に進めることにより、事業機能のアカウン

タビリティ（説明責任）と透明性を強化しました。

達成した成果を徹底的に見直し、今後の目標について精力的に議論した上で、ユニセフは、



iii

2014 〜 2017 年の新しい中期計画を完成しつつあります。その焦点は、子どものための

公平性です。目標は、子どもがどんなに離れたところやどんな僻地にいようとも、また、ど

のような障壁が立ちふさがっていようとも、世界中の子どもひとりひとりにサービスを届け

ることです。

皆様のご支援なくしてこの目標は達成できません。厳しい経済状況にもかかわらず、前年

度以上の資金援助を皆様よりいただいたことは、ユニセフの事業に対して紛れもなく明白な

信任をいただいているためだと理解しております。ユニセフの使命に対して皆様よりいただ

いたご支援は、世界の子どもたちの将来のために欠くことのできない投資です。それは必要

な投資なのです。そう子どもたちのために、そして私たち自身のために。

ユニセフ事務局長

アンソニー・レーク

Ⓒ UNICEF/NYHQ 
2012-0013/Mawa

ダッカにある、暴力や
搾取に遭う可能性があ
る女の子たちのための
ドロップインセンター
で、たくさんの子ども
たちに囲まれて座るユ
ニセフのアンソニー・
レーク事務局長（中
央）。
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